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１.はじめに 

 我が国は四方を海に囲まれた島国であり，国土の

総面積に比べ海岸線の総延長は長く，海洋からの豊

かな恵みを受けると同時に，それらに関わる諸問題

も多数存在していることを意味している．近年それ

らの問題の一つとして，自然海岸率の減少が深刻な

状況となっている．本研究で対象としている遠州灘

海岸は海水浴や釣りなどのレクリエーションの場で

あり，砂浜海岸が産卵場所であるウミガメ等の生物

にとっても貴重な生息領域である．しかし，近年遠

州灘海岸の侵食が顕著となっており，その原因は

1950 年から 1970 年の間に建設された砂防ダムや各

種の海岸構造物などの影響で沿岸漂砂，岸沖漂砂に

よる漂砂平衡が崩れたことなどが考えられる．そこ

で本研究では砂浜が気象，海象条件によりどのよう

な変化をするか定量的に予測するために，非線形性

の強い連続関数の近似に適しているニューラルネッ

トワークを用いた予測方法の検討を行った． 

２.対象海岸と観測データ 

 前浜断面測量は，遠州灘海岸の表浜にある高塚，

寺沢，小島の３海岸において 1999 年 5 月から 2005

年12月まで約１週間に１回の頻度で干潮時に行って

いる（現在も継続中）．本研究では，これら３海岸で

の測量データの中から，汀線位置データが平均的に

分散している高塚海岸でのデータを用いることにし

た(図-1)． 

汀線変動の予測に用いる気象，海象データとして

は，汀線測量の期間に合わせて 1999 年から 2005 年

までの舞阪験潮所により１時間毎に取得された潮位，

竜洋沖波浪観測所により１時間毎に取得された有義

波高，有義波周期，波向，風速を用いた(図-1)． 

３.ニューラルネットワークを用いた解析 

（１）ニューラルネットワークの概要 

ニューラルネットワークの最大の特徴は，学習に

より自らのパターン認識能力を高めることができる

ことである．本研究では，パターン認識能力に適し

ている３層の階層型ニューラルネットワークを用い

る(図-2)．本研究では，ニューロンの応答特性を表

す入出力関数として，式(1)にシグモイド関数を用い，

閾値の取り扱いは式(2)を用いた． 
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 ここに， )( juf :ニューロンの出力値， ix :入力値

ijω :重み付け係数，θ:閾値，n :ひとつ前のユニット

数である．また，学習法には誤差逆伝播法(バックプ

ロパゲーション法)を使用し，誤差関数は式(3)に示

す平均２乗誤差を使用した． 
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 ここに )( ,ckuf :ある入力パターン cを与えたとき

の実際の出力値， ky :教師データ， nc :出力ユニッ

ト数(本研究では nc =1)である． 

 

図-2 ニューラルネットワークの構造 
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（２）ネットワークの構築 

 入力層には汀線測量日の日平均有義波高，有義波

周期，波向，風速，潮位と前回の汀線位置を入力デ

ータとして与えた．出力層には推定日の汀線位置を

対応させ，これらの関係を一つのパターンとして扱

うモデルとする．汀線位置の変動については，前回

の汀線位置がその後の変動に大きく影響することが

これまでの研究から指摘されているため 1),2)，今回

の予測においても前回の汀線位置を入力データとし

て用いることにした． 

ニューラルネットワークモデルを構成する中間層

のユニット数はシステム構築の過程で個数を数種変

化させ計算した結果，10 個として解析を行った．入

力データは全て線形変換により基準化して用いる．

学習過程における収束条件は，学習回数 500 の制約

の下で平均２乗誤差:E＜0.001 とした．また教師デ

ータと出力データを対応させる学習期間として最も

変動の少なく，季節的変動も捉えられる 2000 年とし

ネットワークを構築した． 

４.ニューラルネットワークを用いた解析 

（１）ネットワークの検証 

構築した上記のネットワークによる汀線位置の予

測の再現性を検討する(図-3)．実測値は各年の台風

が頻発する7月から10月の時期に実測値の大きな変

動があるのに対して，予測結果はそれを再現しきれ

ていないことがわかる．しかし，その他の変動は同

じ挙動を示しており，常時の気象，海象条件につい

てはある程度の変動特性が再現できていると言える．  

（２）ネットワークによる現在の測量手法の検討 

ニューラルネットワークによって汀線の予測があ

る程度可能であることがわかったので，汀線の測量

間隔については毎週行う必要があるのか検討するこ

とにする．図-4 は 2001 年の実測値と測量間隔の異な

るケースによる値と一年間測量をせずニューラルネ

ットワークのみで予測した値をプロットしたもので

ある．7月下旬まではどのケースも実測値と同じ変動

を繰り返しているが，8月ごろからどのケースも予測

値が大幅にずれてきている．これは 2001 年 8 月に東

海地方に接近した台風により，汀線位置が急激に後

退し，その後安定な位置に戻ろうとする漂砂の動き

で堆積している．この急激な変動に対してそれぞれ

のケースでは予測しきれてないのがわかる．これは

測量データがないので，前回汀線位置の影響をうけ

る出力値に対して精度が劣ることがわかり，台風の

前後に必ず測量を行う必要があることがわかった． 

５.おわりに 

ニューラルネットワークにより汀線変動の定量的

予測は台風の影響はあるものの，予測できることが

わかった．今後は，ニューラルネットワークのパタ

ーン認識の種類を堆積時・侵食時にわけるなどして

どのような状況にも対応できるようにしたい．  
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図-4 2001 年の汀線位置を各測量間隔によって予測

図-3 ニューラルネットワークによる再現性
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